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研究要旨 
リウマチ専門医のみならず、脊椎関節炎診療に係わる医師、一般医、研修医などを対象
とする「脊椎関節炎診療の手引き」の作成および編集を行った。本研究班で編集委員会
を組織して、手引きの目次、各項の執筆者を決定した。執筆内容について編集委員会で
検討し、変更・修正を行った。体軸性脊椎関節炎、末梢性脊椎関節炎、小児脊椎関節炎
など脊椎関節炎診療の全般を含む内容となった。 

Ａ．研究目的 
脊椎関節炎(spondyloarthritis: SpA)は、

体軸関節炎、末梢関節炎、付着部炎、ぶどう
膜炎などの関節外症状、HLA-B27の関連など
共通の特徴を示す疾患群の総称である。脊
椎関節炎は、体軸関節優位に病変を認める
体軸性脊椎関節炎（axial SpA）と末梢関節
優位な末梢性脊椎関節炎（peripheral SpA）
に区別される。日本人はHLA-B27保有者が
0.3%と低頻度のため、関連性が高い体軸性
脊椎関節炎はまれであり、疾患概念が浸透
しておらず、診断の遅れや誤診、過剰診療な
どが起こりやすい。また、乾癬性関節炎など
末梢性脊椎関節炎は診療科間の連携が早期
診断に必要である。 
脊椎関節炎診療について、正しく理解し診
療に関する知識を深めることを目的として、
体軸性脊椎関節炎、末梢性脊椎関節炎、およ
び小児脊椎関節炎に関する診療の手引きを
作成することを目的とした。  
  
Ｂ．研究方法 
  本研究会会議で討議し、手引きの概要に
ついて検討した。分担研究者が編集委員長
となる編集委員会を編成し、手引きの内容、
目次、各項目の執筆者を決定した。原稿の内
容については編集委員会にて検討、討議す
る。 
 
 

Ｃ. 研究結果 
1) 対象 
リウマチ医、整形外科医、一般内科医、研

修医・専攻医など広く対象とすることが確
認された。 
2) 内容 
 記載内容については、大きく分けて、体軸
性脊椎関節炎、末梢性脊椎関節炎、小児の脊
椎関節炎、その他とした。各論では、強直性
脊椎炎、X線基準を満たさない体軸性脊椎関
節炎、乾癬性関節炎、反応性関節炎、炎症性
腸疾患に伴う脊椎関節炎、分類不能型脊椎
関節炎について、概念、疫学、病院・病態、
臨床症状、画像所見、診断と鑑別診断、治療
について記載した。執筆された原稿につい
て、編集委員会を2回開催し、内容の確認、
検討、変更および修正を行った。 
4）マイルストーン 
 2019年度中に発行を達成する見込みであ
る。 
Ｄ. 考察 
 脊椎関節炎診療の手引きの作成、編集を
行った。本研究班ではわが国における体軸
性脊椎関節炎の疫学を調査中であり、また
新規治療薬の開発、申請も進行中である。さ
らには既存治療薬が｢X線基準を満たさない
体軸性脊椎関節炎｣の適応の承認申請中で
あるため、今後も内容の改訂が必要である。 
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